
生命保険の見直し 
～あなたに適した生命保険とは～ 

１．ライフプランと生命保険 

    ～人生にとって生命保険の意義とは～ 

２．生命保険のしくみ 

    ～金融商品としての生命保険とは～ 

３．生命保険の見直し 

    ～見直し、具体的に何するの～ 



ライフプランと生命保険 

老後の生活資金 

公的年金 

5,000万円 
減少 

退職金 

2,000万円 

？ 

老後 

 

生活 

11,000万 

車 

4,500万 

教育 

2,000万 

住宅 

5,000万 

結婚 

500万 

保険 

1,500万 

税・社保 

3,000万 

生涯収入 ２億円 減少 

自助努力 自己責任 

増加 



ライフステージと保障 

医療保障 

老後資金の残高 

独身時代 

子育て時代 

子どもの 
教育時代 

の時代 
老後準備 

老後の時代 死亡保障額 

結婚 

マイホーム購入 

定年退職 

死亡保障は 

減額していく 

医療保障は 

常に必要 
老後資金の準備は 

子どもの教育が終わったら一気に 



大きく変わりつつある保険業界 

【ソルベンシー・マージン比率（支払い余力）】 200％未満で金融庁の早期是正処置 

最低位の格付で、保険金支払不能に陥っているか、またはその懸念が極めて強い。 C 

保険金支払不能の可能性が極めて大きく、将来の支払に強い懸念を抱かせる要素がある。 CC 

保険金支払不能の可能性が大きく、将来の支払に懸念を抱かせる要素がある。 CCC 

保険金支払能力に問題があり、絶えず注意すべき要素がある。 B 

保険金支払能力は当面問題ないが、将来環境が変化した場合、十分注意すべき要素がある BB 

保険金支払能力は十分であるが、将来環境が大きく変化した場合、注意すべき要素がある BBB 

保険金支払能力は高く、部分的に優れた要素がある。 A 

保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある。 AA 

保険金支払能力は最も高く、多くの優れた要素がある。 AAA 

保険金支払能力（R＆Iの例） 符号 

【格付け】 Standard & Poor’s、Moody’s Japan K.K、格付投資情報センター（R&I） 

消費生活共同組合法 日本生協連、全労災、全国生協連 厚生労働省 

農業共同組合法 JA（全共連） 農林水産省 

簡易生命保険法 郵便局 総務省 

保険業法 国内生保、カタカナ生保、損保系生保 金融庁 

適用法律 扱い機関 関係官庁 

【会社・機関】 



生命保険のしくみ 

主契約に付帯する契約 

生命保険 

主契約 

特約 

終身保険 

定期保険 

定期付終身保険 

保険期間が被保険者の生涯にわたるもの 

保険期間が定まっているもの 

定期保険＋終身保険 

個人年金保険 

貯蓄保険 

老後生活資金づくりのための保険 

資金積立型の保険 

養老保険 

定期付養老保険 

死亡保険と満期保険を組み合わせたもの 

養老保険＋定期保険 

主 

契 

約 

生存保険 

生死混合保険 

死亡保険 

死亡保険料 

生存保険料 

予定新契約費 

予定維持費 

予定集金費 

純保険料 

付加保険料 

保 

険 

料 

予定利率 

1.50～1.65 % 2001年～ 

2.00～2.50 % 1999年～ 

2.75 % 1996年～ 

3.75 % 1994年～ 

4.75～6.00 % ～1993年 



生命保険の見直し ～①保険加入の目的の明確化～ 

加入目的 保障機能 保険種類 

死亡保障 被保険者が死亡・高度障害のときに、 

保険金が支払われる 

定期保険、終身保険、 

定期保険特約付終身保険 

医療保障 病気やケガで入院・手術のときに、 

給付金が支払われる 

医療保険、医療特約 

老後保障 老後に年金が支払われる 個人年金保険 

夫 定期保険（終身保険、定期保険特約付終身保
険） 

＝ ＋ 医療保険 

妻 ＝ 医療保険 ＋ 老後のための貯蓄 

子 ＝ 医療保険 

加入例 



生命保険の見直し ～②必要保障額の計算（支出）～ 

【年間収入】（手取り） 

※マイホームを４年前に購入、住宅ローン２，０００万円。返済満了は６１歳。 

夫：５００万円（平均標準報酬月額：２７万円） 
【年間支出】 
基本生活費：２４０万円（教育費、住宅ローンは除く） 
その他の生活費：６０万円（帰省費用、固定資産税、自動車税など） 

長女：２歳 

【家族構成】 

妻：２８歳、専業主婦 
夫：３０歳、サラリーマン 

長男：４歳 

現在の生活費（年間） × ０．５ × ８５歳 － 妻の年齢 

（２４０万＋６０
万） 

（８５歳 － ２８
歳） 

８，５５０万円 

現在の生活費（年間） ２２歳 － 末子の年齢 × ０．２ × 

（２４０万＋６０
万） 

（２２歳 － ２歳） 
１，２００万円 

教育費（生涯） ×  子どもの数 

１，０００万 ２人 

２，０００万円 

援助金 ×  子どもの数 ３００万円 

返済額・家賃（年間） ０円 

１，０００万円 

３００万円 

妻の生涯生活費 

末子２２歳まで 
の生涯生活費 

子どもの教育費 

子どもの結婚援助 

住宅ローン・家賃 

一時的な支出 

葬式代・借金 

支出の合計＝１億３，３５０万円 

夫死亡後の支出 



生命保険の見直し ～②必要保障額の計算（収入）～ 

【年間収入】（手取り） 

※マイホームを４年前に購入、住宅ローン２，０００万円。返済満了は６１歳。 

夫：５００万円（平均標準報酬月額：２７万円） 
【年間支出】 
基本生活費：２４０万円（教育費、住宅ローンは除く） 
その他の生活費：６０万円（帰省費用、固定資産税、自動車税など） 

長女：２歳 

【家族構成】 

妻：２８歳、専業主婦 
夫：３０歳、サラリーマン 

長男：４歳 

遺族基礎年金 

予想される年金額 受取年数 × 

予想される収入（年間） ×  働ける年数 

３００万円 

３００万円 

３００万円 

遺族年金 

妻の老齢年金 

妻の収入 

一時的な収入 

貯蓄・資産 

死亡退職金など 

収入の合計＝１億７２２万円 

夫死亡後の収入 

＋  遺族厚生年金（＋中高齢寡婦加算） 

１，９５７万 ３，８７６万 

５，８３３万円 

７９４，５００ （８５歳 － ２８歳） 
１，５８９万円 

（６０歳 －４４歳） １８０万 

２，４００万円 

必要保障額 ＝ １億３，３５０万円 － １億７２２万円 ＝ ２，６２８万円 



生命保険の見直し ～②必要保障額の計算（公的年金）～ 

遺族基礎年金 
老齢基礎年金 

中高齢寡婦加算 

遺族厚生年金 

１，２５１，７００円 

１，０２３，１００円 

５９７，０００円 

７９４，５００円 

２７万円 × １．７２ ＝ ４６万円 

妻の年齢 

２８歳 ４２歳 ４４歳 ６５歳 終身 

合計＝７，４２２万円 

１，５８９万円 794,500円×20年（妻85歳－65歳） 妻の老齢基礎年金 

２，６２２万円 46万円×57年（妻85歳－28歳） 遺族厚生年金 

１，２５４万円 597,000円×21年（妻65歳－44歳） 中高齢寡婦加算 

２０５万円 1,023,100円×2年（長男と長女の年齢差） 

１，７５２万円 1,251,700円×14年（長男18歳－4歳） 
遺族基礎年金 

※妻の死亡年齢は85歳として計算 



生命保険の見直し ～③現在加入している保険の分析～ 

【１】死亡保険金はいくらか？ 

【２】高額保障期間はいつまでか？ 

【３】医療保障はいくらか？ 

【４】特約の保険期間は何年か？（何歳で更新されるか？） 

【５】保険料はいくらか？ 

生命保険の見直し ～④加入目的との適合性の確認～ 

【１】死亡保険金は適切か？ 

【２】死亡保障期間は適切か？ 

【３】医療保障額は適切か？ 

【４】医療保障期間は適切か？ 

【５】保険料の負担に耐えられるか？ 



生命保険の見直し ～⑤見直し方法の検討と実行～ 

【１】転換 

【２】中途増額・中途減額 

【３】組み替え 

【４】延長保険と払済保険 

【５】疾病特約の見直し 

【６】保険料支払方法の見直し 


